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本日のアジェンダ
1．IT化することが目的ではない

どのタイミングでITを活用するかである。

金型工場二代目の経験談
エピソード1 なぜITへ進出したか
エピソード2 なぜ工場の海外進出を諦めたか
エピソード3 会社のゴールをどこに定めたか

2．工場から外へ ～ 知と智の連携 ～ 発起人として参加
東京大学産学連携 GUTP（東京大学グリーンICTプロジェクト）
ものづくりAPS推進機構（APSOM） （旧名「PSLXコンソーシアム」）

3．Industry4.0の正体
歴史からみる「工場」と「IT、IoT」
第4次産業革命は中小企業にとってチャンスだ！

日本がおかれた危機的状況

4．CIMXが提案する Industry4.0への道

5．参考資料
IoT のフロントランナーを目指して
エッジ・コンピューティング によるデータ連携 ←CIMX
クラウド・サービス による情報連携 ←Avenir
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1．IT化することが目的ではない
どのタイミングでITを活用するかである

金型工場二代目の経験談
エピソード1 なぜITへ進出したか
エピソード2 なぜ工場の海外進出を諦めたか
エピソード3 会社のゴールをどこに定めたか



経営者としての体験談 エピソード1

➡結論
自社工場のITノウハウをソフトで売っていくことにした。
新規事業への進出 ⇒ CIMX

理由
開発コスト ゼロ
他社のノウハウが集まる
ひょっとすると、金型の営業もできる

粉末冶金の金型工場からプラスチックやプレス金型への進出
を考えたが、投資コストと競争力を考慮して諦めた。

⇒仕方なく他の方法を求めた

ex:モーテル、コンビニ、駐車場・・・・

1．金型工場を成長させようとして諦めた
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経営者としての体験談 エピソード2

➡回答
対応策として 現地と同等条件で受注した
・リードタイムを現地企業と同じかそれ以下

→太平洋を船便、トラック陸送の時間分を短縮

クルマの海外現地生産が進行している時代、アメリカ、ドイツ、中国への
好条件での進出要請があったが断った。

＊当時、熟練工に支えられていた。それをCADCAMとNC工作機械で
代替えできるという風潮があった。
＊私はそれよりもマネージメントが標準化されていないことが肝心なこと
と認識していた。

2．金型工場の海外進出を断念した
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➡武器
実現するためにITをフルに活用した



経営者としての体験談 エピソード3

➡結論
外注、新規設備に頼らず、情報を使って
効率化した
→ITへの小投資と組織ルールの変更
（工場長当番制）

1995年二代目社長に就任して多額の借金の返済のために経営を革新した。

＊当時、バブルが崩壊しつつも“もう底ですぐによくなる”と一般的には思われ
て
いた。
＊私は経済の低迷が長期化すると判断した。
→従業員に「もう給料の総額は上げられない。但し労働時間を短縮して1時
間当たりの給与は上げていく。その手法は効率化にある。」と宣言した

3．バブルの後始末

➡ゴール
会社価値を高め、売却できるレベルにする
→2008年 会社売却
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詳細資料はダウンロードできます

http://www.cimx.co.jp/c/links.html http://www.cimx.co.jp/arc/video_index.html

ビデオはこちらから↓

付録



2．工場から外へ 知と智の連携
発起人として積極的に参加した。
・東京大学産学連携 東京大学グリーンICTプロジェクト（GUTP）

主査 江﨑 浩 東京大学教授

・ものづくりAPS推進機構(APSOM)（旧名「PSLXコンソーシアム」）
主査 西岡靖之 法政大学教授、
日本版インダストリー4.0 IVI（Industrial Value Chain Initiative）理事長
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http://www.gutp.jp/

自社のノウハウも出しながら、どちらの団体も国際標準規格まで
持っていった。

http://apsom.org/



平成28年7月14日 シムックス株式会社 9

3．Industry4.0の正体

歴史からみる「工場」と「IT、IoT」
第4次産業革命は中小企業にとってチャンスだ！

日本がおかれた危機的状況



Infomation Technology 情報技術

Internet of Things もののインターネット 「もの」と「こと」の時代

第3次産業革命時代

第4次産業革命時代

ITとIoTの違い

？何故 分かりづらいのか？
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コンピュータによる自動化



歴史からみる「工場」と「IT、IoT」
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出展：
日経BPムック
「まるわかりインダストリー4.0

第4次産業革命」
2015年5月15日発行
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250年

25年

第1次から第3次まで250年間 「工場」が主役だった

第４次は第3次を前提として構想されている。

第４次産業革命って、本当に「革命」なのか？

歴史からみる「工場」と「IT、IoT」
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中小企業にとって チャンスだ！
第4次産業革命は

インターネットは25年間で消費者の世界を変えた。

大事なことは、「消費者」はお金さえ払えば、金持ちも貧乏人も国籍も差別
されない、公平な社会が実現したことにある。

消費者は時間と空間を越えて 早く、安いものを買えるようになった。

中小企業は、大手企業に比べて3割高い機械や材料を買わされている。
銀行金利はなんと3倍以上の差がある、「差別構造」の中で競争している。

中小企業にとっては、「差別構造」がなくなり「機会の公平さ」が実現されれば
朗報といえる。
さらに「事業の機会」もオープンになることでチャンスが広がる。
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すべてのマシンとセンサーが通信
機能を持つ時代

マシン単体、自動化の島で
存在していた時代

第4次から第３次時代の「工場」に要求されるものとは？

第３次産業革命時代

第4次産業革命時代

➡インターネットを使って効率を上げていくこと。

第4次産業革命時代にどう対応すればよいか？

商品である「もの」、商品を買う「人」、「もの」をつくるマシン、「もの」がつくら
れた環境（センサー）すべてのものをインターネットにつなげようとしている。
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第3次産業革命時代 第4次産業革命時代

日本がおかれた危機的状況

老朽化（ビンテージ）設備機械を新しいIoT時代にどう適応させていくか？
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コンピュータは3年で更新される時代

結びつくかねば、インダストリー4.0も
IoTも絵に描いた餅となる。

携帯電話のような周期で買い替えが出来ないのがものづくりの設備機械

すべてのマシンとセンサーが通信
機能を持つ時代

マシン単体で存在していた時代

更新年数が違う
ものが本当に結
びつくのか？



ビンテージ機械を、新時代に対応したマシンに蘇らせる。
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4．CIMXが提案する Industry4.0への道

さらに、データを情報に代えて付加価値を提供する
サービスを行う。

その為に 新会社 アヴニールを設立した。
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ビンテージ 三菱電機製 電力デマンド機「DM50」を蘇らせる

事例1

＜背景と課題＞
20年以上たち、メーカーのサポートもなくなり、今回 デマンド情報をリアルタイムに
公開しようとしたが、通信機能が劣化して外部と通信できない。
しかし、デマンドの為の電力データ取得の機能は生きていた。
電力デマンド情報をリアルタイムに施設利用者全員に伝えたい。

＜対応策＞
マリンバM3（CIMX製）を使用し、電力パルスケーブルにCTセンサーを取り付けパルス
信号を取得。パルス信号をマリンバM3内で計算処理し、IEEE1888の通信手順でサー
バーにデータを送り、サーバー内でデマンド予測計算処理を行い、webで公開した。

三菱電機製 「DM50」 CIMX製 マリンバM3 AVENIR製 EspDragon
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ビンテージ プレス機＜生産カウンター＞

事例2

＜背景と課題＞
10年以上たち、プレスのショット数を知るために、機械についていた「生産カウンター」
を作業者が読み取り、手書きで日報に記入していた。
リアルタイムに自動的に生産カウンターのデータを取りだしたい。

＜対応策＞
生産カウンターに無電圧接点リレーを取り付け、マリンバM3（CIMX製）を使用して信号
データの取得を行い、3G回線を使ってクラウドサーバーにデータを上げ、アプリサーバ
で計算処理を行い「生産数の見える化」を行った。
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ビンテージ プレス機＜パトランプの信号＞

事例3

＜背景と課題＞
10年以上たち、プレスの稼動状態、異常警報のパトランプの色の変化を現場でみない
と分からなかった。それらの記録も残されていなかった。

リアルタイムに自動的にパトランプの信号を取得して、遠隔にある事務所でも機械の状
態を知ることができ、かつ記録を残し分析に使いたい。

＜対応策＞
パトランプに無電圧接点リレー（3個）を取り付け、マリンバM3（CIMX製）を使用し信号
データの取得を行い、3G回線を使ってクラウドサーバーにデータを上げ、アプリサーバ
で計算処理を行い「異常の見える化」を行った。
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ビンテージ 生産機械 ＜稼動と電力の状態＞

事例4

＜背景と課題＞
工場内にメーカー、年式の異なる数10台から数100台の生産機械が混在している。

すべての生産機械の状態をリアルタイムに取得して、遠隔にある事務所でも機械の状
態を知ることができ記録を残し分析に使いたい。

＜対応策＞
分電盤にある機械へ繋がっている電力ケーブルにCTセンサーを取り付け、マリンバ
M3（CIMX製）を使用してデータの取得を行い、3G回線を使ってクラウドサーバーにデ
ータを上げ、アプリサーバで計算処理を行い「稼動と電力の見える化」を行った。



5．参考資料

・営業パンフレット 「今でしょう」「これでしょう」

・シムックス株式会社の紹介

・株式会社アヴニールの紹介
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エッジ・コンピューティング によるデータ連携

第3次と第４次産業革命をつなぐ
「マリンバM3」の開発を担っている

シムックス株式会社の紹介



シムックス株式会社のご紹介

【CIMX HP】
http://www.cimx.co.jp

CIMXは、もの作りのIT化に挑戦し続けます。

CIMXは1988年CIM（Computer Integrated 
Manufacturing）を夢見て小さな工場の片隅から始まりま
した。
金型現場のIT化の先駆者として、現場のネットワーク化や
見える化のためにシステムを開発してきました。
CIMXの製品は、熟練の技能工にITをより活用していただき
たいという思いに加え、技能・技術・ノウハウをDB化して
これから現場で働く次世代の若者に役立ててもらいたいと
いう思いで、心をかけて作ってきました。
これからも、現場の見えないムダ（時間、エネルギー、

情報、能力）の見える化、役立て化をテーマに製品開発に
取り組んでいきます。

商号 シムックス株式会社
設立 1988年1月
資本金 1,000万円
所在地 （日本）

神奈川県横浜市都筑区大熊町191
経営陣 代表取締役 中島 高英

取締役 高橋 修二
取締役 幸田 武範

事業内容 製造業向けシステム
（DNC/生産管理システム他）の
開発・販売およびコンサルティング
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金型製造業向け
生産管理システム

NC制御+M2Mボックス

NC機械の
ネットワーキングシステム

主
要
製
品



CIMXは1960年創業の金型メーカー「中島工機」のノウハウを活用し、
製造業向けの生産効率改善ソフトを提供、販売するために1988年に創業した会社です。
国内多数の製造業に対して、サービスを提供しています。
現在は、EMS、IoTを中心としたサービスを開発し、展開中。

NCリンクス＜工場内ネットワークシステム＞

CADCAMとNC工作機械を接続するCADCAM⇔NCプログラムマ
ルチ変換Gatewayソフトウェア。
Fanuc / FOCAS等の連携による加工進捗、実績収集が可能。
【主な機能】
・オンラインスケジュール運転機能
・監視モニタリング機能
・加工実績蓄積機能
・機上計測（加工物の形状、精度判定）

カサブランカⅡ＜一品受注型・生産管理システム＞

商品、納期と工程を基準に、作業工作機械、作業員の割り当てを自動
的に割り当てる生産管理スケジューラー。
IBMと共同で開発し、複数の商品受注時も納期順、作業優先順等に併
せたスケジューリングが可能に。
【主な機能】
・受注管理
・工程設計、登録
・スケジューリング
・作業負荷、偏り表示、
・原価、進捗の予実管理

既存サービス

シムックス株式会社製品・サービス

マリンバM3

NC工作機械との情報連携、電力、BAシステム情報とさまざまな最新のセンサーデータ収集まで可能なIoTマルチゲートウェイ。

これにより、工場の設備やビルのあらゆる設備の稼働、異常の可視化を可能に。
【主な機能】
・設備（工作機械、コンプレッサー、空調）データ収集機能
・エネルギーデータ（電力、水、ガス）収集機能
・環境データ（温度、Co2等）収集機能
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シムックス株式会社 導入実績・接続機器

導入実績

600社
以上

接続設備台数

6000台
以上

収集データ
ポイント数

1,000,000
ポイント以上
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NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式 NCメーカー NC形式

Cincom E25 FANUC 160iM FANUC 20F-A FANUC MSC-516 MELDAS 330M OSP 5000 OSP HMU YASNA 2000G

COSMIC 300 FANUC 160M FANUC 20iTA FANUC MSC-518 MELDAS 330MVS OSP 5020 OSP M YASNA 3000C

FANUC 9 FANUC 16i FANUC 20M FANUC MSC-518MB MELDAS 335M OSP 7000 OSP MG YASNA 3000G

FANUC 11 FANUC 16iM FANUC 21iM FANUC Professional MELDAS 335MC OSP 70000 OSP P200M YASNA i80

FANUC 15 FANUC 16i-M FANUC 21i-M FANUC Professional3 MELDAS 350M OSP 2050L OSP P200MA YASNA i80L

FANUC 16 FANUC 16iMA FANUC 21iMB FANUC Professional3/F18i MELDAS 5000C OSP 2300M OSP P200MA-R YASNA J300

FANUC 0iMB FANUC 16i-MA FANUC 21iT FANUC Professional5 MELDAS 5000C2 OSP 3000M OSP P3000M YASNA LX1

FANUC 0iTB FANUC 16iMB FANUC 21i-T FANUC Professional5/F31i MELDAS 500M OSP 330D OSP P300L YASNA LX3

FANUC 0M FANUC 16i-MB FANUC 21i-TB FANUC ProfessionalⅢ MELDAS 520AM OSP 5000G OSP P300M YASNA

MOTIONPAC1

20S

FANUC 0MB FANUC 16iMR FANUC 21M FANUC ProfessionalA MELDAS 520ME OSP 5000LG OSP U100E YASNA MX1

FANUC 0T FANUC 16M FANUC 21TB FANUC ProfessionalEN MELDAS 635LC OSP 5000L-G OSP U100L YASNA MX-1

FANUC 0T-C FANUC 16MA FANUC 2T FANUC Professional-ＪＮ MELDAS 6M OSP 5000M OSP U100M YASNA MX3

FANUC 0TTC FANUC 16Mi FANUC 2T-A FANUC ProfessionalJr MELDAS 86GⅡ OSP 5000MC OSP U-100M

FANUC 10M FANUC 16T FANUC 3000C FANUC S3000C MELDAS GML OSP 5000MG OSP V100M

FANUC 10T FANUC 16-TB FANUC 30i FANUC Series21i-TB MELDAS L3 OSP 5000M-G OSM HMC

FANUC 10TA FANUC 16TTA FANUC 31i FANUC SYS15 MELDAS M2 OSP 500L-G Sodick

MARK X-

5EDW

FANUC 10T-F FANUC 180iM FANUC 31i-A FANUC SYS15iMA MELDAS M2A OSP 500M SEICOS M3

FANUC 11M FANUC 180is-B FANUC 31iA5 FANUC SYS15MA MELDAS M86 OSP 500MG SEICOS MF

FANUC 11MA FANUC 18i FANUC 31iM FANUC SYS16 MELDAS MC OSP 5020L Toshiba 3

FANUC 11Ｔ FANUC 18iM FANUC 3M FANUC SYS9 MELDAS Meomatic635 OSP 5020M Toshiba 500

FANUC 12Ｍ FANUC 18i-MB FANUC 3T FANUC SYSTEM18i-MB5 MELDAS MGL OSP 7000L Toshiba 600

FANUC 12TA FANUC 18iT FANUC 5T FANUC α -T10B MELDAS MSG805 OSP 7000M Toshiba 777

FANUC 150iM FANUC 18iT-1 FANUC 6M MELDAS 32 MELDAS MZA OSP 700L Toshiba 800

FANUC 15A FANUC 18iTA FANUC 6MB MELDAS 300 MELDAS NAP OSP 700M Toshiba 888

FANUC 15B FANUC 18i-TA FANUC 6T MELDAS 320 MELDAS PNC330D OSP E100 Toshiba 999

FANUC 15iM FANUC 18iTB FANUC 6TA MELDAS 500 MELDAS PNC-330M OSP E100L Toshiba 9999

FANUC 15i-M FANUC 18M FANUC 6TB MELDAS 520 MELDAS V60E OSP E100M Toshiba Feb-32

FANUC 15M FANUC 18MA FANUC 7M MELDAS 600 MELDAS W-11 OSP E100-M Toshiba 600L

FANUC 15MA FANUC 18T FANUC 9M MELDAS 30M MELDAS W5 OSP E100V Toshiba 600M

FANUC 15MB FANUC 18TC FANUC 9T-B MELDAS 320LG MAZATROL T-PLUS OSP HM1 Toshiba 600MB

FANUC 15Mi FANUC 200B FANUC F180iS MELDAS 320MV MAZATROL M32B OSP HMC Toshiba 777-2

FANUC 15T FANUC 200C FANUC F20i MELDAS 32PULS MSC 518TB OSP HMG Toshiba 777w

FANUC 15TA/15MA FANUC 20A FANUC F20ii MELDAS 330HLC OSP 320 OSP HMI Toshiba 800M

FANUC 15TT FANUC 20F FANUC MSC-500 MELDAS 330HM OSP 3000 OSP HMi Toshiba 888W
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フランス語で未来を意味するAvenirと命名

クラウド・サービス による情報連携

第4次産業革命のフロントランナーとして
EspDragon BEMS

EspDragon FIM の開発を担っている

株式会社アヴニールの紹介



株式会社アヴニールのご紹介

商号 株式会社アヴニール

（英文： Avenir, Inc.）

設立 2015年7月

資本金 900万円

所在地 （日本）

東京都港区芝大門1-3-11 YSKビル5F

事業内容 エネルギー、製造業向け事業

・センサー、M2Mデバイスを活用したデ

ータ収集機器の販売、開発。

・センサーデータ等を活用した可視化、通

知、制御サービスの開発。

・事業の複合データを活用した行動促進、

活用サービス開発、提供。

・上記のプラットフォーム化、事業化の提

案、提供。
【Avenir HP】

http://www.l-avenir.jp
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株式会社アヴニール
ビルエネルギー管理・設備管理者向け・サービス
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株式会社アヴニール
工場設備・稼動管理者向け・サービス



株式会社アヴニール 遂行中のプロジェクト

省エネ、生産
状況把握のた
めのプラット
フォーム開発

最新省エネ設備を
活用した省エネ効
果分析プラット
フォーム開発

生産プロセス
改善コンサル向け
プラットフォーム

開発

省エネルギー組織
実現のための全国
拠点一元管理プラ
ットフォーム開発

アヴニールは共同事業型ビジネスで自社投資も含めた共同開発型プロジェクトを
推進中です。

継続して最新機能を
マーケットに展開
（国内・海外）
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～ものつくりのIoT化～～現場のIT化～

対象を製造業全体へ展開中
クラウド・プラットホームによるASPサービス

ESP Dragon FIM   業種別導入先
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本日は、新エネルギー研究会でお話させていただく機会を頂きまして、
誠にありがとうございました。

平成28年7月14日
シムックス株式会社 代表取締役 中島高英

シムックス株式会社
東京事務所
〒105-0012

東京都港区芝大門1-3-11 YSKビル5F 

TEL：03-6402-2640

FAX：03-6402-2641

HP ：http://www.cimx.co.jp

問合せ先：info@cimx.co.jp

株式会社アヴニール

〒105-0012

東京都港区芝大門1-3-11 YSKビル5F 

TEL：03-6402-2650

FAX：03-6402-2651

HP ：http://www.l-avenir.jp

問合せ先：info@l-avenir.jp

http://www.cimx.co.jp/
http://www.l-avenir.jp/

